
自然を生かした、環境にやさしいまちづくり

　
市
内
に
は
、農
村
公
園
・

都
市
公
園
な
ど
、多
様
な
公

園
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、自
然
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
長
を
さ
ら
に
生

か
し
た
整
備
を
行
い
、歴
史
・

文
化
が
調
和
す
る
個
性
や

多
様
性
に
も
重
点
を
置
い
た
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。

　
壱
岐
市
の
消
防
体
制
は
、

１
本
部
・
１
署
・
１
支
署
・
２

出
張
所
で
、署
・
出
張
所
と
も

に
、消
防
ポ
ン
プ
車
・
救
急
自

動
車
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、防
災
・
防
犯
に
関

し
て
、壱
岐
市
の
地
域
防
災

計
画
を
基
本
に
、市
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
、自
主
防
災

体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、地
震
災
害
・
原
子

力
災
害
の
予
防
対
策
な
ど
に

つ
い
て
も
、検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
交
通
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

は
、幼
児
・
児
童
・
高
齢
者
・
身

体
に
障
害
を
持
つ
人
な
ど
の

生
活
環
境

消
防
・
防
災



港　湾
重要港湾 郷ノ浦港

勝本港、印通寺港、森ノ浜港

大島漁港

芦辺漁港

15漁港

地方港湾

第4種漁港

第3種漁港

第1種漁港

漁　港

◎上水道の普及率（平成16年） ◎港湾・漁港数

治　水

多目的

灌　漑

勝本ダム

永田ダム

108万トン

23万トン

男女岳ダム 13.3万トン

水　道 門野田貯水池 1.9万トン

当田ダム 44万トン

梅ノ木ダム 70万トン

◎ダム貯水量 （平成16年） （平成16年）

二級河川（7水系16河川）・・・管理延長 38.665km

◎河川延長 （平成16年）

97.1%
（簡易水道を含む）

交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
、各
種

の
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　
壱
岐
市
の
水
道
普
及
率
は

97
・
１
％
で
す
が
、給
水
量
の

約
26
％
を
河
川（
ダ
ム
）、残
り

約
74
％
を
地
下
水
か
ら
取
水

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、壱
岐
市
の
ゴ
ミ
処
理

は
、旧
４
町
ご
と
に
立
地
・
運

営
さ
れ
て
い
た
廃
棄
物
関
連

処
理
施
設
が
あ
り
、平
成
15

年
で
の
処
理
総
数
は
約
７
千

ト
ン
で
、市
民
の
生
活
・
消
費

活
動
の
多
様
化
に
伴
い
、ゴ
ミ

の
排
出
量
が
年
々
増
加
傾
向

を
示
し
、環
境
に
及
ぼ
す
影

響
は
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、排
出
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
適
正
処
理
と
い
う
考
え

の
み
で
な
く
、「
で
き
る
だ
け

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
」、「
排
出

さ
れ
た
ゴ
ミ
は
可
能
な
限
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」
と
い
う

観
点
を
重
視
し
た
、資
源

循
環
型
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。　

水
道
・
ゴ
ミ


